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障害児（疑いを含む）支援を取り巻く現状
•社会的な障害に対する認識の高まり等により、療育センター
（市内４カ所）の来所者数が増加
•特に、療育手帳に該当しない知的に平均～境界域の子どもに関
する相談が多くを占める

H25 R1 増加率

人口（18歳未満） 223,570 226,202 +1%

療育手帳B2（軽度）新規取得者数（児者） 202 272 +35%

療育センター新規来所者数 1,535 2,051 +34%
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平均～



現状における課題
•地域療育センターにおいて、新規相談等までの待機期間が長期
化（３～１２カ月）

•中重度障害児への療育センターの支援が十分に行き届かない

•保育所、学校等への療育センターのアウトリーチ支援が不足
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課題解決に向けた取り組み

•知的に平均～境界域の子どもへの相談機能を強化する
ため、新たな相談支援・療育施設を整備

子ども発達・相談センターの設置
（対象年齢：１８歳未満）
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子ども発達・相談センターの体制
※R3.１０月～
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〈川崎区：宮前町〉
専門相談支援
（第５平沼ビル）

※１２月から

〈川崎区：砂子〉
児童発達支援事業所
（タカシゲビル）

（C）OpenStreetMap contributors

〈幸区：幸町〉
専門相談支援

児童発達支援事業所

（モリファーストビル）

〈川崎区：日進町〉
専門相談支援
（ふくふく２F）

※１２月まで



新規相談の受付ルート
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医療機関 ・ 区役所

子ども発達・相談センター

地域療育センター

保護者（保育所等経由を含む）

中重度
（要紹介状）

軽度・要観察 全てのケース

医学的な診断・治療が必要
専門機関での継続的な療育等が必要

・身体障害
・中重度の知的障害
・医療的ケアが必要

※R3.１０月～
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①相談申込
②初回相談について
•保護者の申し込みから１～２カ月以内に初回面接を実施します。

•問診票・適応行動検査等を利用しながら、保護者の方と一緒に
お子さんの現在の状態像について整理(評価)を行います。

•療育センター等による継続支援が必要と判断された場合は、紹
介する機関に情報提供します。
※この後のタイミングで継続支援の必要性が明らかになった
場合は、必要な機関へ継続支援を依頼します。
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③所属との情報共有について
•保護者の了解をいただいた上で所属（保育所等）での様子を
確認します。

•複数場面でお子さんの様子を確認することにより、お子さんを
多面的にアセスメントしていきます。
※確認の仕方については所属と調整いたします。

•家庭と所属での様子を勘案した上で、支援の方向性を検討しま
す。
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④通園（暫定利用）について
•お子さんに個別の療育を行う児童発達支援事業は、受給者証を
取得した上で利用する福祉サービスです。

•併設児発を利用する場合には、受給者証を取得する前から、
子ども発達・相談センターに併設される指定児童発達支援事業
所の暫定利用が可能です。
※暫定利用には回数等の制限があります。

•暫定利用をしながら、併設児発の本利用、または民間の児発の
利用に向けた申請手続を保護者の方に行っていただきます。
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⑤支援方針の交付について
•初回相談で得られた情報と所属機関からいただいた情報を整理
し、保護者やお子さんが希望する支援や、今後どのような支援
があるとお子さんにとって良いかまとめた書類（支援方針）を
保護者の方にお渡しします。

•支援方針は、保護者を通じて所属や関係機関と共有していただ
くことを想定しています。

•支援方針は、区役所での福祉サービスの利用申請に必要な書類
でもあります。
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本人・家族の意向
（希望する生活・目標）

本人・家族が希望していること、
サポートが欲しいこと

支援の方向性・手立て

福祉サービスを利用する際に
必要な、証明欄



⑥通園（契約利用）について
•区役所での申請と保護者との契約に基づいて、指定児童発達支
援事業所でお子さんの行動観察と発達支援を行います。

•１回２時間程度の少人数クラスで行います。

•３カ月を１クールとし、最大で２クールまで利用できます。

•保護者による送迎が必要です。
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⑦移行支援について
•行った支援や支援方針が共有されていくことを目的として、子
ども発達・相談センターが所属・区役所・療育センターなどへ
引継ぎを行います。
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⑧必要に応じたフォローについて
•移行支援後も、保護者や所属等からの相談をお受けします。



子ども発達・相談センターの体制(再掲)
※R3.１０月～
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※併設児発対象者：専門相談支援から紹介された方



指定児童発達支援事業所の目的について
①個々の発達、特性の的確な把握と継続支援の必要性の確認
→具体的な対応方法や支援の方向性の提案を行う

②保護者支援
→保護者がお子さんへの理解を深め、適切な対応を実施できる
よう、親向けプログラムや子育てサロン等の事業を実施

③継続した支援に向けた関係機関との連携
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プログラムについて
①生活年齢や目的に応じていくつかのクラスを編成

②１回２時間程度の活動時間
→お子さんの特性に合わせて、静的・動的な活動をプログラムに
組み込む
→療育センターから専門職による巡回を予定

③保護者支援
→活動のねらいやお子さんの様子を都度説明し、個別面談も実施
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障害児通所支援事業所へのお願い
•川崎区、幸区にお住まいの新規利用希望者が、障害者手帳等を
所持しておらず、福祉サービスの利用要件を満たさない場合は、
各区役所高齢・障害課、支所高齢・障害担当 または、
子ども発達・相談センターをご案内ください。
※当センターにて、サービス対象証明を発行します。

・すでに療育センターへ相談している方は、引き続き療育セン
ターでの対応となります。（心理検査・診察待機中含む）
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お問合せについて
・ご不明な点は、下記へお問い合わせください。

川崎市子ども発達・相談センター

きっずサポートかわさき TEL：０４４－５８９－４６６７

きっずサポートさいわい TEL：０４４－２７６－７１２７
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